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第二編 正常値及び促進値に於ける一般的観察
さ び

爆

慶應 義塾大學醫學部 内科學教室(主 任大森饒授)騨
、

北 澤 英 雄
,》

糊 係婁隻γ3る雛=0・94な り｡'*

次 にH法 母集團 の相關係敬 を ρHg(2)と すれ
ぎ

ぱ 、O.94>ρ2恥>0｡89(3)な りe+EPちH法 とW氏

法 とは函鋸 縣 に非す じて(4)比 轍 勺高 き相關 々

係 を示 し、O・ge=-O・90≒90%〉 關 與率P211g>

O・892=O・80≒80・%(3)な り｡PCMg、P3 .ε9は」PHg

と同 様 なる を以て之 を省略せ り｡

、 次にZ攣 換(2)(3)を 行 つて γHgと7c}fgと の

差 を検 定す るに、 その差は有意な らす｡換 言すれ

ばH法 と ℃H法 と はW氏 法 との相關の程度に於

て 、健 康者 に就 ては雨者 の 聞 に 有 意 の差 を認 め

す｡アMgとr3.egと の差 も同上な り｡,

2.患 者 に於 ける血法、CH法10%法 、3.8%
つ つ

法とW氏 法との關係

資耕 昭利16年5月 より同18年12月 に至る慶鷹義塾

大學醤學部、傷痩軍人紳奈川療養所孝び東京都蝿 多摩・

病院に於ける健康者戴びに患者｡

1.x健 康E常 値に於け るH法 、CH法 、3.8%法

〆 とW氏 法 との醐係

、

'健 康 男女(16歳 よ り40歳 迄 の ものに して
、 日常

遽學勤務 し㍉探血侍 より孚年以前及び以後 に自鍋

的及び他畳的 に病厭 を認 めぎ りしもの、略號9)の'

伺 一採血 をH法(叉 は其 の他 の少量法)(1)とW氏

法 に分注 し、同時に併立試験 を施 行 して 、禰 者の

1關係 を探 求せ るに、第10、11、12表 の如 く度 数の

分布 は略 々直線釣 に左上 よ ウ右下に下向 し、正の

相關 ある もの の如 し｡よ つて第1ρ表 ムよ りNHg=

冠21組 の 標本相關 係数7Hgを 計 算す るに γHg二二

〇.92な り♂

同様 に して第11表Aよ り,NCHg二64(之 等 は

NHgニ121の 標 本 中の 人物 よ り無撰揮 的に・揮べ

り)の 標本相關係数rc}lg=O.90な り｡

叉同様 に して第12炎Aよ りN3.P9 ,=61、 標 本相
φ

健康者に於けると同檬各法によつで、小見及び

老入を除 く結核及び 念性傳染病患者総計188名

に就て 夫々w氏 法と併立試験 を施行 し、w氏 法

1との相關表をつくれば第13、14、15、16表 の如し｡

これ等の患者内分けは下記の如 し｡
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而 してこれ等の表 を目盤するに、各法とも50

mm附 近未満に於ては健康者と同様正の相關を示

し、(この5(imm以 内の組歎をnと す)50血h附 近

以上は歪相關 を示すものの如し｡但 し健康正常値

の揚合 と相異るはH法 値(及 び其の他の少量法値)

がW氏 法値より反つて握延せる値を示す逆韓現象

(5)の 存 する こtvaし て(第 ・3.・4、 ・5表の
、σ

中の もの)そ の毎例 を集 積 すれば第1壊 の如 し｡
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'然れ
どもその籔は極めて僅少異例にして、而 もH

、法に固有ならす、大多数は促進値に於て も逆轄す

ることなきはKaulaの 報告(5)と 相異るとこう

なlj｡態1

次灌W氏 ピペッ トの長 さが沈降値に制止的影響
び

を及 ぼ さ ざ る 範 園 を50mm附 近 迄 と倣 し(こ れ を

諮 明 す る に 足 る實 験 成 績 あ れ ど 省 略)第13、14、

15、16表 よ り各 少 量 法 の 相 蘭 係 数 を 求 む る に(k二

患 者)

7uK二 ・0.61,nm〈==233

アcuK=O.68,nCI.IK二=101

73｡8KニO.88,lk3.8K=87
転

　

γleK=④88,nヱOK=55な り｡

叉0β7>母 集 團相關係籔 ρHK>O.55(3)

O・672=0.45≒45%〉 母 集團蘭與率ρ2HK>O.552

ニニα30≒30%な りo

之 等 を先づ健康者 に於 ける場合 と比較 すべ く1

｡の如 くZ攣 換 を行つて それ等 の差を検定 するに、

hTε と アmく とには明炉 に有意 の差 あ り｡即 ち患

者 に於ては健 康者 に於け るよ りもW氏 法 との相關

の程度は低 し｡換 言すればW氏 法 よ り別個 の性質

の もタ)となれ る馨度は健康者に於 けるよ り遙かに

顯 著なる ことは>2HgJO2HKと よ りも知 ることを

得｡アc}lgと γCHKと に就て も同上の關係 を認 め る

之 とを手尋た りo

次 に 掴 相互 の検定 を行 ふに、1

7HI〈と7CHKと の 差は有意 な らす、

7KK(γCHK)と73.8K、 γnK(7C亙K)と71｡Kと の差

は 夫 々明か に有意な り｡

・ 即患者 に於 てはW氏 法 に樹 する相關 の程 度はH

怯(及 びCH法)は3.8%法(及 び10%法)よ り低 し、

'卸W氏 法 よ り別個の性質 の もの となれ る程度 はH
'、

怯(CH法)は3.8%法(10%法)よ り遙か に顯著な

り6・

,3.海 康正常値に於ける各法のW氏 法に劃ナ

る信率

客灘 の隈 灘 封する擬 知 吾 、

等 、 獣 紡 撫 し悌1・A、
11A、12A表 及 び10%法 、20%法 に よる實験成績

く操作及 び材 料はH、CE【 法 と同様)よ り計算 し、

夫 々の度数分布 を圖示 すれば第10B、11B、12B

の如 し(10%法 、20%法 は略 す)次 に倍率 の各法

(添 字に よつて示 す)の 算衛平均Mを 求む るに(m

二 男、f=女)以 下 の如 し｡
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此 等 標本平均値 の大小 を検定 す るに、
葺M
H>M(nt>M、 り>M,O>≒M3.8な り6

以 上 によつて 少量 法の特徴的な る も の と して

はヘバ リンによるH法 、拘構 酸曹達 に よる10%法

を適 當に して且代 表的なる ものと認 め得 る｡而 し

て患者 に於 ける倍率は果 して如何な る關係 を示す

ものな りや｡相 關係数の比較 よ りずれば、患 者 に

於 ける關係は健 康者 に於 ける關係 と有意 の隔 砂を

示せ り｡こ の意義 を以下の諸編 に於て症 例に就 て

研討 せ ん≧す る ものな り｡、
夢

綜括及び結語

1健 康正常値に於け る各少量法 とW氏 法 とは

正の相關あ りて

1)γHg=()・92,

γα∫9=i-0.90,
夢 沸

γ3.ぎ9ニ0.94,

2)相 關 係数 γ9相 互の聞 には有意の差な し｡

9)90%〉 母 集團關與率P2N9>80%な り｡
　 　`2患 者に於ては

1)5Cmm附 近未満に於ては正の相關を示しv
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50mm附 近 以上は歪相關 を示 ず｡

γKXニ0.61

γCHKニO.as

γ3.9K=O.88

γtOK=e.88m',

2)H法(及 びCH法)と10%法(及 び3.8%o法)

と はW氏 法 との相關 の程度 に有意 の差あ り｡

3)45%>lc}2HK>30%

・4)逆 韓 現象は極 めて少数異例な り(約5%)
｡

3γH9ζrHKに 綜有意 に して而 も顯著 な る相

違 あ りρrCHgと γCHKに 就 て も同様 な り｡

4健 康正 常値に於 けるH法(及 びその他 の少

一量法)のW氏 法 に封す る倍率 は
、算術平均 を衆 む

る に 、

1)M,.H!:2.490

"Mfll=一"2.494

Mllhr2.49±O.02

MCH二2.23±O.02

ユ近 塞o==2ユ5±0.04

M20=1.82±O.10
.

M3.s・=1・79± α10な り ρ1

2)こ れ等標本平均値の大小を徐定するに

MH>MCM>MxO>M29≒M,.Sな り◎

5以 上によりH法 及び10%法 を失 々ヘバ リン

及び絢櫨酸曹達による少量法の代表的なるものと

認め・以下の諸編に於て、個 々の症例に郵きW氏

法 と比較研討せん壬するものな り｡矯 》

絡 りに御鞭燵を賜 りたる西野馨學部長に謹みて

感謝の意を表 し、御指導御校閲 を賜 りたる大森教

・授、石田教授に衷心より謝意を表すδ
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